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今
月
の
５
冊

「壱
いちりじまきたん

里島奇譚」梶尾真治（著）
 　　　　　／祥伝社
商社マン宮口は、常
務からの特命を受け
て天草諸島の離島へ
飛ぶ。しかしその島
は、突然パワース

ポットと化し、奇妙な現象が次々
と起こっていた。     　　　【長岡】

中央…12 月 11 日（土）１１：００～
長岡…12 月 16 日（木）１４：３０～
韮山… 12 月のおはなし会はあり

ません。
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

「潜行捜査 1対 100」安東能明（著）
　　　　／双葉社
膨大な物証に振り
回される捜査本部。
本部を解任され、
所轄署に異動して
も事件を追う幸

ゆきもと

本。
捜査員 100 人を相手に、執念の単
独捜査の結末は？　　　　 【韮山】

おはなし会

【中央図書館】☎０５５８‐７６‐５５６６
　毎週月曜日休館
【長岡図書館】☎０５５‐９４７‐２３６４
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎０５５‐９４９‐８６０５
　毎週水曜日休館
各館の休館日は、今月のカレンダー
･ホームページなどを
ご覧ください。

愛する人のために何ができる
か。父親の介護、娘の場面かん
黙
もく

症、夫の暴力、恋人の自殺…。
それぞれに事情を抱える二人が
出会ってしまった。リアリズム
の名手が挑む長篇。　　  【中央】

「二人静」
盛田隆二（著） ／光文社

「ルラルさんのたんじょうび」
いとうひろし（作）
　　 ／ポプラ社
ケーキにプレゼ
ント、なかまが
いわってくれま
した。よろこん

だルラルさんが、みんなにおれいを
しようとすると…？    【中央・韮山】

＊【　】内は所蔵館名

「ちゃんちゃら」浅井まかて（著）
／講談社
江戸・千

せ ん だ ぎ ち ょ う

駄木町の
庭師一家『植

うえたつ

辰』に、
千両の大仕事が舞
い込む。だが、流

は

行
や

り病
やまい

や、謎の失
踪事件が連続。不穏な浮き世に植
辰の面々が立ち向かう。     【長岡】

」

踪事件が連続

捜査員 100 人

壱里島奇譚」
　
商
務
て
飛
は

ポットと化し

参加無料・申込み不要冬のおたのしみ会
参加無料

大人のための語りを聴く会

ストーリーテリング・冬

『語り』の世界をじっくりとお楽しみください。

　と　き　12月 19日（日）13：30～ 15：30
　ところ　中央図書館視聴覚室
　内　容　第 1部　おはなし研究会『ひこうせん』
　　　　　第 2部　上原佐惠子『語りの世界』
　協　力　 上原佐惠子さん（しずおか紙芝居研究会主

宰・かたりーず（語りの会）運営委員長ほか）
　　　　　おはなし研究会『ひこうせん』
　申込み　 12 月 7日（火）から中央図書館カウンター

または電話（☎ 0558-76-5566）で申し
込み。＊空席があれば当日直接参加も可。

　『冬のおたのしみ会』も、『大人のため

の語りを聴く会～』も、ボランティアの

みなさんが手作りで開いています。心も

体も温かくなりますので、ぜひ皆さんも

お越しください。　（図書館司書　髙橋）

大人
向け

冬親子
向け

大
人
も

子
ど
も
も
、

図
書
館
へ
。

大仁考古学研究会

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その 66

文化財愛護は、
地域から。

市
内
の
各
地
域
に
は
、
郷
土
の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財

が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
文
化
財
は
、
地
域
の
人
た

ち
に
知
ら
れ
、
愛
さ
れ
て
こ
そ
、
後
世
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い

く
も
の
で
す
。
今
回
は
、
大
仁
地
区
を
中
心
に
30
年
間
に
わ

た
っ
て
文
化
財
保
護
・
普
及
活
動
を
し
て
い
る
、『
大
仁
考

古
学
研
究
会
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
55
年(

１
９
８
０
年)

に
発
足
し
た
大
仁
考
古
学
研

究
会
は
、
公こ

う
ぞ
う
め
ん

蔵
免
遺
跡
（
田
京
）、
茅か

や
の野

Ｂ
遺
跡
（
浮
橋
）、

大お
お
び
ら平

遺
跡
群
（
長
者
原
）
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
女
性
を

中
心
と
し
た
考
古
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
会
の
目

的
は
、
肩
肘
を
張
ら
ず
に
考
古
学
に
親
し
も
う
と
い
う
も
の

で
、
発
掘
調
査
の
経
験
を
生
か
し
、
企
画
展
の
実
施
や
史
跡

の
草
刈
り
・
清
掃
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
初
の
昭
和
55
年
７
月
、
大
仁
町
民
会
館
（
現
大
仁

市
民
会
館
）
で
、
第
一
回
企
画
展
『
先
土
器
か
ら
平
安
時

代
』
を
開
催
。
こ
れ
は
、
大
仁
町
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

各
時
代
の
遺
物
を
一

堂
に
展
示
し
た
も
の

で
、
以
後
毎
年
、『
夏

休
み
ミ
ニ
展
』
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

展
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）
か
ら

は
、大
仁
図
書
館
（
現

中
央
図
書
館
）
二
階

郷
土
資
料
展
示
室
の

受
付
と
解
説
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
文
化

財
を
見
直
し
保
護
し
よ

う
と
、
毎
年
夏
に
平ひ

ら
い
し石

古
墳（
守
木
）の
草
刈
り
・

清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
平
成
12

年(

２
０
０
０
年)

か
ら
、

立
花
区
地
域
づ
く
り
委

員
会
、
老
人
会
、
子
供

会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
連
携
も

含
め
、
文
化
財
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
原
動
力
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
住
ま
い
の
地
区
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
財
に
、
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

大
仁
考
古
学
研
究
会
の
問
合
せ

　
　

代
表　

高
橋
よ
し
子　

☎
０
５
５
８(

７
６)

１
１
７
９

中央図書館 2階展示室での受付・解説ボランティア

大仁考古学研究会と立花区の皆さん

第６回

市民文化祭
の結果について

本
年
度
の
市
民
文
化
祭
は
従
来
と
は
異
な
り
、
芸

能
発
表
会
と
市
民
作
品
展
を
同
日
・
同
会
場
で

行
い
、
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
芸
能
・

展
示
と
も
見
学
し
た
人
が
約
80
％
、
来
年
も
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
芸
能
・
展
示
同
時
開
催
を
望
む
人
が
約

80
％
、
展
示
方
法
・
レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
い
と
思
っ
た
人

が
約
70
％
で
し
た
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
実
行
委
員
会

で
は
、
今
回
の
問
題
点
を
改
善
し
つ
つ
、
来
年
度
の
市

民
文
化
祭
も
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
芸
能
・
展
示
を
同

時
開
催
す
る
方
向
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
教
育
課  

☎
０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１

■芸能発表会■
56 の団体・個人が発表
出演人員：766 人

■市民作品展■
70 の団体・個人が出展
出展人員：649 人
作品点数：843 点

■入場者数■
9月 19 日（日）：1,824 人
　　20 日（月）：1,716 人
　　　　　合計：3,540 人

　　　くわしくは、各図書館へお問い合わせください。
中央図書館
　と　き　12月 4日（土）
　　　　　11：00～ 11：45
　ところ　中央図書館視聴覚室
　内　容　パネルシアター、
　　　　　絵本の読み聞かせなど
　協　力　星の会

長岡図書館
　と　き　12月 11日（土）
　　　　　10：00～ 11：30
　ところ　長岡図書館えほんのへや
　内　容　クリスマス工作
　協　力　家庭文庫

韮山図書館
　と　き　12月 11日（土）
　　　　　10：30～ 12：00
　ところ　韮山時代劇場映像ホール
　内　容　 エプロンシアター、英語の読み聞かせなど
　協　力　かみふうせん


